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わずかな発掘面積にもかかわらず、約
800点の遺物が出土しました。なかでも、
須
す

恵
え

器
き

が7点出土し、うち1点が700年
代後半の時期でした。この遺物は梵鐘
の年号に近い年代のものとなります。

劔つ
る
ぎ

神
社
発
掘　
神し

ん

仏ぶ
つ

習し
ゅ
う

合ご
う

の
源
流
を
探
る

　

世
界
に
誇
れ
る
文
化
が
越
前
町
に

あ
る
こ
と
を
、
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
越
前
町
が
神し

ん

仏ぶ
つ

習
し
ゅ
う

合ご
う

の
発
祥
地
か

も
し
れ
な
い
、
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

　

神
仏
習
合
と
は
、
神
と
仏
を
共
存
さ
せ
た
日

本
独
自
の
考
え
で
す
。
世
界
中
で
起
き
て
い
る

悲
惨
な
戦
争
の
多
く
は
宗
教
に
よ
る
も
の
で
、

西
欧
の
神
々
の
共
存
を
認
め
な
い
考
え
が
根
底

に
あ
る
よ
う
で
す
。

　

も
と
も
と
日
本
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に

魂
が
宿
っ
た
り
、
そ
の
共
存
を
認
め
た
り
す
る

前
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
明
治

時
代
に
な
り
神
仏
分
離
令
と
い
う
法
令
が
出
さ
れ
、

神
社
と
寺
院
は
分
離
し
て
し
ま
い
ま
す
。
い
ま
は

そ
の
反
動
か
ら
か
、
神
仏
習
合
の
現
象
が
全
国
各

所
で
起
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

歴
史
を
紐
解
く
と
、
神
仏
習
合
の
証
に
は

「
神じ

ん

宮ぐ
う

寺じ

」
の
創
建
が
あ
り
ま
す
。
神
宮
寺
と
は

神
社
の
境
内
に
建
つ
寺
院
の
こ
と
で
す
。
六
世

紀
の
仏
教
伝
来
以
来
、
神
社
と
寺
院
は
う
ま
く

共
存
し
て
い
た
の
で
す
。

　

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
越
前
町
に
は
奈
良

時
代
初
め
頃
の
劔
神
社
に
と
も
な
う
日
本
最
古

級
の
神
宮
寺
が
あ
り
、
そ
こ
に
白
山
信
仰
の
祖
、

泰た
い

澄ち
ょ
うが
関
与
し
た
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
き
ま

考
え
が
あ
り
ま
す
。「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
の

世
界
観
で
す
。
そ
の
代
表
的
な
考
え
方
の
ひ
と

つ
が
、神
仏
習
合
で
す
。
世
界
的
に
見
て
も
稀
な
、

そ
れ
こ
そ
平
和
に
つ
な
が
る
素
地
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

神
仏
習
合
は
奈
良
時
代
か
ら
始
ま
り
、
江
戸

時
代
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
長
い
歴

史
で
は
神
社
と
寺
院
は
同
じ
よ
う
に
ま
つ
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。
私
た
ち
の
家
の
中
を
見
て
も
、

神
棚
と
仏
壇
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
神
仏
習
合

の
名
残
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
見
て
い
る
寺
社
の
風
景
は
、一
四
〇
年

し
た
。

　

最
古
級
の
神
宮
寺
が
あ
っ
て
、
し
か
も
神
仏

習
合
の
祖
で
あ
る
泰
澄
が
越
知
山
で
修
行
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
神
仏
習
合
の
考
え
が
、

全
国
の
ど
こ
よ
り
も
早
く
越
前
町
で
成
立
し
た

こ
と
の
証
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
証
明
す
る
た
め
に
、
越
前
町
で
は
劔

神
社
の
発
掘
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
み
る
と
、
有
名
な
日
本
文
化
に
は
、

禅
や
他た

力り
き

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
越
前
町
が
習
合

文
化
の
象
徴
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
世
界
に
誇
る

大
き
な
財
産
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
発
掘
調
査
の
写
真
を
見
な
が
ら
、

往
古
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

劔神社には国宝の梵
ぼ ん

鐘
しょう

がありま
す。福井県に6件しかない国宝
のひとつで、丹南地区では唯一
のものです。

境内を東西に仕切る
落ち込み状の遺構や
その北側に沿う水路
の遺構が発見されま
した。遺構は「劔神
社古絵図」（室町時代）
に描かれた神宮寺と
神社とを仕切る区画
溝だとわかりました。

完全な形に復元できる土
器もありました。写真は
平安時代の土

は

師
じ

器
き

です。 第1調査区からは土器が1,000点以上も
出土しました。

落ち込み状の遺構や水路が江戸末から
明治初めにかけて一気に埋められたこ
とも判明しました。江戸末に行われた
拝殿建設などの境内整備か、明治初め
の神仏分離令とそれに伴う廃

は い

仏
ぶ つ

毀
き

釈
しゃく

運
動によるものか、今後の研究によって
明らかになることでしょう。

平成23年度の調査は、第1調査区は幅
1.5ｍ、長さ6ｍを参道に沿って設定し
ました。第2調査区は幅1ｍ、長さ3ｍ
を参道に直交する形で設定しました。
面積は計12平方ｍです。

「劔
つるぎ

御
み

子
こ

寺
で ら

鐘　神護景雲
4年（770年）9月11日」の銘
が入っています。少なくと
も同年には、劔神社と劔御
子寺という神宮寺が神仏習
合の形で存在していました。

劔神社古絵図によると、
平成23年度の調査区は神
宮寺の中枢部にあたりま
す。掘り進めると、地面
から2 . 3ｍ下の深いとこ
ろで、約1,300年前の層が
検出されました。社務所
の南あたりは、昔は谷地
形になっていたようです。

劔神社では古代に鍛
か

冶
じ

を
行っていた証拠となります。

最も深い地点で、奈良時
代頃の神宮寺の参道跡が
確認されました。昔の寺
は地中深くに埋まってい
ました。

平安時代後期から末にかけて
大規模な境内改変を行った痕
跡が確認できました。指をさ
したあたりです。縁起による
と、劔神社は平安後期に平清
盛によって焼かれ、息子の重
盛が再興しています。その時
に境内の低い箇所に土を入れ
て整地した可能性が高いです。

出土品の中には、大量の
平安時代の土器とともに、
羽
は

口
ぐ ち

5点と大量の鉄
て っ

滓
さ い

が
含まれていました。

平成22年度の発掘調査は、拝殿と社務
所の間の2カ所で行いました。第1調査
区は十字状に幅1ｍ、南北に長さ7ｍ、
東西に長さ9.7ｍ。第2調査区は1.6ｍ、
横1ｍの長方形の形で発掘しました。

　2年間の調査では、最古級の神宮寺の
証拠である奈良時代の瓦は発見されま
せんでしたが、劔御子寺の様相は徐々
に明らかになってきました。
　今後の発掘調査にご期待ください。

コラム

古絵図では水路の北側に神
社施設、南側に仏閣が描か
れています。落ち込みや水
路の発見は、中世における
神仏習合の在り方を知る上
で重要だといえます。

平成23年度
調査

平成22年度
調査


